小規模校教育研究大会の報告
★  テ－マ 「ふるさとに夢や誇りをもって　未来の創り手となる子どもの育成」
★  方　法  ・集合開催
　　　　　　・オンライン開催（ライブ配信）
★　実施日　11月17日（木）午後・18日（金）午前
★　会　場　１日目　静岡県教育会館
　　　　　　２日目　静岡市立大河内小中学校
　　　　　　　　　　静岡市立藁科中学校
　　　　　　　　　　静岡市立清水三保第二小学校
★  参加数  １日目：160名　２日目：159名
★　内　容　１日目：全体会　２日目：分科会
　【全体会】
研究基調報告（静岡市）
研究発表（岐阜県、三重県、石川県）
記念講演　講師　山下由修氏
（一般社団法人シヅクリ代表）
　　　　　　　演題　地域を自分事化し、未来を創る
≪大会を振り返って≫
　本研究大会は、全国へき地教育連盟第９次長期５か年計画推進計画研究主題を踏まえて、静岡県におけるへき地・複式・小規模学校の教育実践をもとに、東海北陸地区のへき地・複式・小規模学校の研究成果の交流及び今日的な課題について研究協議するとともに、へき地・複式・小規模学校の教育の充実を図ることを開催趣旨として、全国へき地教育研究連盟東海北陸地区協議会及び静岡県教育研究会小規模校教育研究部が主催として開催した。研究主題には「ふるさとに夢や誇りをもって未来の創り手となる子どもの育成」を、副題には「へき地・複式・小規模校の特性を生かした学校・学級経営と学習指導の深化・充実をめざして」を掲げ、充実した研究大会となった。
　初日の全体会では、研究基調報告として、静岡県が小規模校研究のあゆみと研究構想を報告した。成果として、様々な方とのかかわりを生かした教育活動や地域と連携した行事を行うことで、子どもが集団の中で自己を主張、表現する力を高め、たくましく生きる力を身に付けてきていること等、課題として県内各地で進んでいる小規模校間の統廃合から、教育条件の向上等が挙げられた。
　各県の研究発表では、岐阜県からは「ふるさと時（とき）に学び、主体的に地域にかかわる子どもの育成」として、主に生活科や総合的な学習の時間と各教科、特別の教科道徳等との関連を図った指導計画の見直しや国語科の「書くこと」領域で「時のかがやき（魅力）」とつないだ題材の設定と情報発信についての発表が、三重県からは「自ら考え、なかまとともに学びあう授業づくり～伝えあえるなかまをめざして～」として、主に家庭学習や課題解決学習、教科横断的な学習、異学年教育等、プログラミング教材を活かした実践についての発表が、石川県からは「よく考え、豊かに表現する子の育成～少人数を活かした授業づくり～」として、主に思考ツールの活用やＩＣＴ機器を活用した表現の工夫、遠隔授業についての発表がなされた。どの発表も、地域の特色を生かし、子どもたちの目線で教育活動が展開され、少人数であっても生き生きとした雰囲気が伝わるものであり、質疑応答の時間を設けられればさらに効果的であった。
　記念講演は、一般社団法人シヅクリ代表の山下由修氏をお招きして、「地域を自分事化し、未来を創る」をテーマにして実施した。根拠が明らかなデータに基づく内容で説得力があったとともに、総合的な学習の時間等に求められる「探究」についての実践事例動画から、子どもは有能であるという視点に立ち、自分たちで考え、協力し合い、地域を巻き込み、失敗し、改善し、さらに前へ進んでいくといった、今後の教育の方向性を具体的にお話していただき、参観者から感動の声を多数いただいた。
　２日目の第１分科会・静岡市立大河内小中学校では、「自ら判断し行動できる子ども～『人・もの・こと』とかかわり深まる授業～」を研究主題として、小中学校すべてのクラスで授業公開が行われた。分科会においては、大規模校との交流実践（オンライン含む）の有無や授業での「再構成」場面での工夫、小規模特認校制度を利用した子どもの人間関係づくりの工夫等の質問が挙げられた。バス移動による大規模校との交流、書かせる指導の充実、転入に当たり体験期間を設けていることなどの回答があった。また、基礎学力、体験学習、本物に接することが大切であることや、いつでも、どこでも、誰にでもできる研修が大切であることなど、指導助言をいただいた。
第２分科会・静岡市立藁科中学校では、「地域を愛し、地域に貢献する子」の育成を目的とした「わらしな学」を軸に、体育祭、家庭学習相談会、芝生管理活動等様々な場面で取り入れた「縦割り班活動」をもう一つの柱とした。学年の系統性を考え、総合的な学習の時間と特別活動を組み合わせた教育課程を組むことで、３年生は１、２年生と力を合わせ地域活性化プランを実施し、学校の外から多くの人を呼ぶことができたことは、大きな成果である。この取組により生徒は、地域との結びつきを強め、地域を愛し貢献する心を育むことができた。今後、教育課程の弾力的な運用、探究の質を高めるための手立て、地域を巻き込む別の働きかけ等が課題として挙げられる。
　第３分科会・静岡市立清水三保第二小学校では、研究主題「どの子にとっても楽しい学校」を目指して、主体性を発揮する経験を積み重ねることを軸とし、児童が感じる楽しさの質の向上を図っている。つながりを意識した単元や体験的・探究型の学びの構想、特別支援学級・通級指導教室・日本語指導教室との連携による個に応じた指導、学習用端末の効果的な活用等、少人数のよさが生かされた取組が見られた。また、大人が先回りせず子どもの意欲と追究力を高める「問い」の開発、子どもが自分事として捉える地域素材等の教材化等、子どもの主体的で楽しく学ぶ姿の育成となった。今後の課題として、少人数の中で育まれた自己肯定感と自信を、大人数の環境でも「自己の力を発揮したい」という思いに繋ぐことがある。
　　　　　　　　　　　（大会実行委員長　木下　雅人）
